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➢ 研究の背景 

近年，我が国において性行動の低年齢化，それに伴う望まない妊娠や，HIV/AIDS をはじめとす

る性感染症の罹患など，性に関する問題が懸念されている。性行動や性意識における性差の顕在

化，一部の層における性行動低年齢化のさらなる進行，そして全体的な性行動の停滞のなかで，ど

のような課題とその解決策があるのだろうか（林，2019）。 

草野（2016）は性的意識を「性的自己意識」「性的リスク対処意識」の二つに分類した。性的自己

意識は①”自己の性機能や生殖性や身体像など性的存在としての認知”，②”自己の性的成熟性

や性行動に対する感じ方”であり，性的リスク対処意識は①性的関係におけるリスクを避けるための

適切な行動が取れる自己管理能力の認知”，“②相手と親密な関係を形成しミュニケーションをとる

ことのできる性的対人関係能力に関する自信”と定義している。性の特徴として可塑性があり，社会

的環境要因が性意識に大きく影響していることが先行研究により示されている。愛着においては，

対人関係の基本であると同時に，性愛も愛着を土台に発達する（岡田，2011）とされ，SIECUS が提

示する性的に健康な人の生活行動に関するリストの中には，「パートナーに効果的に意思を伝える」

「セクシュアリティを表出するが，同時に他者の権利をも尊重する」というアサーティブなコミュニケー

ションをとることについて指す項目などが含まれている。 

 

➢ 目的 

性的意識を性的自己意識と性的リスク対処意識の両面から捉え，各意識を説明変数とし，

愛着スタイルとアサーション行動における各因子との関連性について検討を行い，本研究

の結果を，今後の包括的性教育の実施の実現のため，心理学的側面からの有効な性教育に

ついての検討を行うことを目的とする。 

 

➢ 方法 

本調査は，Web アンケートによる調査を用いた。調査の結果，合計 200 名の回答数が得

られた。そのうち 18 歳から 25 歳の青年期を対象とした研究のため，対象年齢外の回答者

は除外し，欠損値を除き，最終的に 193 名を分析対象とした（有効回答率 96.5％）。分析

対象となったのは，男性 65 名，女性 125 名，不明 3 名であり，平均年齢 21.87 歳（SD= 

1.89）であった。質問項目の構成は，①フェイスシート②性的自己意識尺度③性的リスク対処意

識尺度④成人愛着スタイル尺度⑤アサーション行動尺度⑥性的意識の認知に関する調査⑦性的

接触における性交渉についての調査である。 

 

➢ 考察 

本研究は，性的意識と愛着スタイル及びアサーション行動との関連性について検討を行うもので

あったが，本研究の結果から，性的意識（性的自己意識／性的リスク対処意識）と愛着スタイル，ア

サーション行動にはいずれも関連があり，それぞれに性差があることが明らかとなった。また，ア

サーション行動で正の相関，愛着スタイルで負の相関が見られたことについては，各下位因子にお

ける相関では性差が見られたが，どちらも男女ともに共通しているものであった。 

不安定な愛着スタイルは，性に対する意識を下げることから，性に関する諸問題に直面する場面

に遭遇する確率が高くなっていることが考えられる。しかしアサーション行動において性的意識と正



の相関があるという研究結果から，性教育において，性差を視野においたアサーショントレーニング

等を用いて，個々のニーズに応じた性教育の実践が有用であることが考えられる。 

我が国における性的意識における研究は少なく，愛着スタイルとアサーションにおける性的自己

意識と性的リスク対処意識との関連性において，本研究の結果は，今後の我が国における性に関

する心理学的研究の発展と，今後の性教育における心理的側面からの介入において，どちらも有

用になり得る結果を示せたのではないかと考える。
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